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第１回 情報リテラシ－の向上 
 
 
  
 
情報リテラシ－ 
情報リテラシ－とは狭義には情報機器の

操作などに関する観点から定義する。それに

対し、広義には操作能力に加えて、情報を取

り扱う上での理解、さらには情報及び情報手

段を主体的に選択し、収集活用するための能

力と意欲まで加える場合がある。通信白書に

おいては「デジタルネットワ－ク社会」に適

応するために必要な能力という観点から、広

義に使用している。 
その使用できる機器のレベルに応じて、①

情報基礎リテラシ－②ＰＣリテラシ－（ＰＣ

活用能力）③ネットワ－クリテラシ－（ネッ

トワ－ク活用能力）の３層でとらえている。 
 図：情報リテラシ－概念図  
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情報基礎リテラシ－に関する質問はテレビ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
のビデオ予約、金融機関の ATM使用、留守
番電話の留守録の設定と再生や図書館での本

の検索についての操作能力を問うものである。 

次に、PC リテラシ－に関するものはパソコ
ンでの文章入力、グラフ作成やインタ－ネッ

ト・電子メ－ルの利用と自分のホ－ムペ－ジ

開設に関するものである。上層のネットワ－

クリテラシ－に関するものは PCリテラシ－
のうち、インタ－ネット・電子メ－ルの活用

と自分のHP作成を問うものである。 
郵政省が平成１０年に日本と米国において

このような調査を行った結果、情報基礎リテ

ラシ－においてはあまり顕著な差は見られな

いが、PC リテラシ－、ネットワ－クリテラ
シ－においては米国が優位になっている。PC
リテラシ－についてはタイプライタ－が普及

していたこと、ネットワ－クリテラシ－は家

庭へのインタ－ネット普及率の差によるもの

である。このような格差は急激なインタ－ネ

ットの普及により、時間が解決するが、重要

な問題はその他の質問にみられる。それは意

欲の程度に関する質問で、「人より早く情報を

得たいと思いますか。」と「情報をできるだけ

多く入手したいと思いますか。」である。 
これが、情報戦争や「情報が世界を征する。」

と通じるものである。 

情報基礎リテラシ－ 



情報技術革命（ＩT革命）  
情報技術革命は蒸気機関と工場生産の第１

次、モ－タ－と内燃機関と大量生産様式の第

２次に続く、第３次産業革命という枠組みを

超えている。農業革命、工業革命、情報革命

と同列になるほど劇的な変化をもたらしてい

ると言われているのである。 
 情報技術の発達はつぎのように段階的に社

会に影響を及ぼす。第１段階は情報技術がコ

ンピュ－タやソフトウエアの生産部門の生産

性を向上させ、コスト逓減をもたらし、販売

価格を押し下げる。第２段階では通信、金融、

流通といった情報技術の利用が進展する。第

３段階は LAN（ロ－カル・エリア・ネットワ
－ク）、イントラネット（LANにインタ－ネ
ットの利用技術を取り入れて、WWＷや電子
メ－ルを活用した社内文書等を共有する）か

ら WAN（ワイド・エリア・ネットワ－ク）、
エクストラネット（イントラネット構築企業

でその対象を企業間まで広げたもの）の利用

が企業間での情報の共有をより早く、安価に

行う。第４段階が生産者から消費者への働き

かけであり、企業と消費者の間の取引（Ｂ ｔ

ｏ Ｃ：ビジネスとコマ－ス）にまで技術革

新が及ぶのである。インタ－ネットがこのよ

うな利用技術を消費者に提供し、消費者自身

が主体的に情報を入手し、電子商取引の主役

になるのである。  
 税理士事務所の情報化 
 今はまさに電脳時代、事務処理や帳簿つけ

から、デ－タの入手や分析にも、パソコンが

活用できる時代となった。本連載は、税理士

事務所で通常のパソコンレベルでできるデ－

タ処理の方法と、そのデ－タ分析の見方・使

い方を紹介するものである。 

 国際会計基準が大きな問題となった平成１

１年は中小企業を主たる顧客とする税理士に

とって、その対応に翻弄されたのである。 

 いわゆる会計専用機メ－カ－やパソコン会

計ソフトメ－カ－は高性能の会計ソフト、税

務ソフトを開発・提供しているが、そのスピ

－ドは充分ではない。開発時間が長く、キャ

ッシュフロ－の解説図書が本屋の店頭を賑わ

していた夏に正確なキャッシュフロ－ソフト

の提供ができたメ－カ－はほとんどなく、顧

客への事前啓蒙は不完全なままとなった。 

このようなときに会計ソフトのデ－タを表

計算ソフトＥＸＣＥＬへ複写し、簡単にキャ

ッシュフロ－計算書を作成する技術は多少の

知識があれば可能である。 

 源泉徴収の月額表の改正や特別減税と頻繁

に税務関係の改正があり、改正法の成立日と

実施日が接近している場合は顧客への対応が

大変である。自己作成の給与ファイルなら、

国税庁のホ－ムペ－ジで機械計算用の月額表

別表１、２、３の掲載があれば、瞬時に改正

可能である。 

プレゼンテ－ションの基本は問題点を的確

に把握できるように、いかにビジュアルに報

告できるかである。経営者への経営報告手法

についても、膨大な資料と通常のグラフ作成

で行うならば、総合的なコンサルタントを目

指す税理士の仕事ではないのである。やるべ

きことはＢ４またはＡ４一枚でのビジュアル

報告で、総合的な収益性の分解図作成や経営

体質の改善へのインタ－ネット活用である。 

税理士事務所内の業務改善は会計マニュア

ル不要の自動仕訳入力法や会計ソフトのデ－

タをテキストファイルに書き出し、ＥＸＣＥ

Ｌに読み込み、それをデ－タベ－スの並び替

え・フィルタ・集計機能を使い、短時間での

決算時チェックを行う手法の活用である。 

業務改善は「必要は発明の母」と言われる

がごとく、柔軟な発想とたゆまぬチャレンジ

と戦略的な視野によりもたらされる。 

税理士は経験年数ではなく、あたった事例

の数によるとも言われます。次号からは財務

分析・経営戦略・税務戦略などで既存の会計・

税務ソフトとパソコンソフトとの連携による

パソコン活用法を実践していきます。           


